
４ 産業連関表の機能分析 

生産波及の大きさ 

 ある産業に需要が発生するとその産業は、需要を賄うために生産を行うが、それには、他産業から生

産された種々の原材料を必要とするため、まず、中間需要 が発生する。そして、原材料を生産する関連

の産業は、この新たに発生した需要に応えるため、それぞれの生産を増加する。そうすると、さらにこれ

らの生産に 投入される原材料等の需要が増える。このように、ある産業が発生した変化は、他産業へ

次々に連鎖的に波及していくが、こうして発生した需要の変化が各産業 にどのような影響を及ぼすかを

分析するのが、産業連関表の基本的な考え方である。 

 本県では、この波及効果の大きさを計るため(Ｉ－Ａ)－１型と［Ｉ－(Ｉ－Ｍ)A］－１型の２つの逆行列係数

モデルを求めている。 

 (Ｉ－Ａ)－１ 型は県外からの移輸入を前提としないモデル、［Ｉ－(Ｉ－Ｍ)A］－１型は県内で需要が発生し

たときに、その生産波及効果が県外にも流出する県際取引の存在を前提としたモデルである。 

ここでは、主に［Ｉ－(Ｉ－Ｍ)A］－１型モデルから本県の生産波及をみていくことにする。 

 逆行列係数は、ある部門に１単位の需要があったとき各部門に、何単位の生産を誘発するかを示した

ものである。 

 縦の合計は、１単位の需要の増加が及ぼす各産業全体の生産額の誘発単位であるが、これを各産業

が及ぼす生産誘発の平均値で除すと、その産業相対的な影響力の強さが出る。 

 本県の３４部門分類でみると、鉱業（1.159341）、パルプ・紙・木製品（1.142454）、化学製品

（1.073193）、等のおもに製造業の分野において生産波及が高くなっている。反対に、不動産

（0.840014）、教育・研究（0.866154）等の分野は、生産波及が小さいことが判る。 

 また横の合計は、各産業に１単位の需要増があった場合、ある産業が受ける生産波及の大きさを示し

ている。 

 これを各産業が受ける生産波及の大きさの平均値で除すと、相対的な影響の受けやすさが出る。本県

では、運輸（2.102952）、対事業所サービス（1.973466）、金融・保険（1.774905）、商業（1.740611）など、

各部門で投入される額が大きい部門ほど波及効果を受けやすい部門であるといえる。 

    

http://www.pref.tokushima.jp/Statistics.nsf/d016fff0848b1a0749256811000ad754/9b35d267a98ca9754925699300077836?OpenDocument&ExpandSection=4.2,4.3,4.4,4.5�


生産波及の流出 

(Ｉ－Ａ)－１型モデルと［Ｉ－(Ｉ－Ｍ)A］－１型モデルを比較することにより、生産波及効果の県内の歩留ま

り率を求めることができる。 

 県内歩留まり率が高い業種は、不動産９３．７％、通信・放送８６．４％、商業８５．９％、教育・研究８５．

６％、金融・保険８５．２％などで、県外流出率がたかいのは、石油・石炭製品４７．２％、輸送機械４４．

９％、電気機械   ４４．５％、非鉄金属４４．０％などである。 
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影響力係数と感応度係数 

 図は、影響力係数を縦軸に、感応度係数を横軸にとったものである。本県の産業は、これらの係数か

ら次ぎの４つに特徴づけられる。 

 

Ⅰ 産業全体へ与える影響も産業全体から受ける影響も大きい部門であり、パルプ・紙・木製品、運輸、

電力・ガス・熱供給が入る。 

  

Ⅱ 産業全体に与える影響力は大きいが、他産業からの影響は受けにくい部門であり、鉱業、食料品、

化学製品、窯業・土石製品などが入る。 

 

Ⅲ 影響力・感応度ともに小さな部門で、水道・廃棄物、医療・保健・社会保障、他の公共サービスなど

が入る。 

 

Ⅳ 産業全体に与える影響力は少ないが、他産業から影響を受けやすい部門で対事業所サービス、金

融・保険、商業などが入る。 

 

 

 

 

 

最終需要から誘発される生産 

 各産業は、生産を行う部門（内生部門）や最終需要部門の需要に応じて、それぞれ生産活動を行って

いるが、全体でみると、これら生産活動やそれに伴う取引は最終需要を過不足無く満たすために行われ
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ている。 

 したがって、生産活動の規模は最終需要によって決定されている。 

 本県の生産４兆７５７１億円は、最終需要額４兆２４３６億円によって誘発されている。 ３４部門の最終

需要項目別にみると、県内生産額の４２．２％は移輸出により誘発されている。 

 ついで民間消費支出の２４．９％、一般政府消費支出１４．３％、固定資本形成（民間）９．２％固定資

本形成（公的）の７．３％である。 

 業種ごとにみると製造業部門の大半が移輸出によって誘発されているのに対し、医療・保健・社会保

障、公務、教育・研究は一般政府の消費による生産誘発が 大きく、商業、不動産、金融・保険、対個人

サービスは民間消費からの誘発が大きい。これから、１次・２次産業は外需依存で第３次産業は内需依

存であること がわかる。 

 最終需要項目１単位の増加が、各産業の生産をどれだけ誘発するかを示す生産誘発係数の平均は

1.121005 である。これは、平成２年の 1.146376 を若干下回り、また、全国の 1.707017 を大幅に下回って

いる。 

 

 ３４部門分類でみると、移輸出が 1.380230 倍と最も大きくなっており、次いで公共事業に代表される県

内総固定資本形成（公的）、一般政府消費支出と続いている。 

 移輸出による生産誘発係数が高いのは、食料品、パルプ・紙・木製品、化学製品などで、総固定資本

形成（公的）による誘発係数が高いのは、建設及び建設事業に付随する対事業所サービス、商業などで

ある。 

 民間消費支出では、不動産、商業、対個人サービスなどの生産誘発が高くなっている。 

 平成７年度の一般政府消費支出では、医療・保険・社会保障の誘発係数が高くなっている。 

 全国と比較すると、誘発件数の輪はかなり小さいものになっているが、これは県外からの需要により移

輸出が発生しているのに対し、県内で発生した需要による生産誘発効果が県外へ流出しているためで

ある。 

 また平成２年表と比較すると、生産誘発係数は若干低下していることがわかる。 

最終需要と粗付加価値。移輸入 

 生産活動が最終需要によって決定されるなら、生産活動の結果から生じる付加価値も最終需要によっ

て決められる。本県の粗付加価値２兆６０３５億円は、生産同様、最終需要によって誘発されたものであ

る。 

 

 最終需要部門のどの項目が付加価値をいくら誘発したかを３４部門表でみると、移輸出が３６．２％、

民間消費支出が２９．５％である。 

 しかし、粗付加価値の誘発係数でみると、一般政府消費支出が 0.803118 倍と１位を占めており、次に

移輸出 0.647402 倍となっている。 

 

 生産誘発係数、粗付加価値誘発係数を、それぞれの平均で除したものである図１５をみると、移輸出

や県内総固定資本形成では、生産誘発係数が粗付加価値誘 発係数を上回っているのに対し、消費面

では、粗付加価値誘発係数の方が高くなっている。つまり生産を活発化するには、移輸出や固定資本形

成による施策が効 果的であり、付加価値レベルでは、消費の方がより効果的であることを示している。

 移輸入の誘発に目を移すと、民間の固定資本形成、家計外消費支出、民間消費支出の誘発係数が高

くなっている。これは、公的な固定資本形成と異なり、民間 の固定資本形成には、生産財としての設備

が多く含まれているため、一般機械、輸送機械、電気機械、金属製品など産業機械の多くを県外に依存

していることを 示している。また、家計外消費や民間消費などは、食料品や商業、娯楽サービスや飲食

、旅館などの対個人サービスの移輸入を誘発している。 店 
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